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KENWOODCUPゞ到異三一二息則

<海大胡>奮戦記 話し手

｢海太朗Ⅳ」オーナー

千葉育夫氏

聞き手

オフショア誌戸塚由理恵

近藤禎之

8月4日，第4レースサードトライアングルレース

（27マイル）の最中，第1戦で総合18位,Eクラス4

位，第2戦で総合9位,Eクラスで6位，通算ポイン

ト122を数えていた「海太朗Ⅳ」（千葉育夫オーナー）

がマストをゆがめ，リタイアしてしまった。

翌日，アラワイマリンサービスの作業場で，かたや，

横腹に1メートルの穴を開けられた「ジュノ」(U.K)

（｢ジェネラル･ホスピタル(U.SA)｣にマーク回航時

に衝突された)，そしてマスト全体をS字型に曲げた

「海太朗」とそれぞれのクルー達が無言で修復に打ち

こんでいた。このサードトライアングルレースでは，

各艇共，人も船も疲労が目立ち，「海太朗」ばかりで

なく，トラブルが多かったようだ｡偶然,千葉オーナー

に接する機会を得たが，「ああ、今日でハワイに来て

35日･･･…」と，無念さでガックリ肩を落とされている

姿に何の励ましもお追従もかけられない雰囲気の中，

常夏の風だけがそよそよとわたって行きました。

「海太朗Ⅳ」大進撃

8月13B,この大会の企画・広報等を担当した㈱博

報堂，国際PR局からFAXされてきた大会のメイン

イベント，アラウン・ザ・ステイツの途中経過報告に

は．…．.

「ハワイ時間,8/11,午後7時30分の状況をお知ら

せします。まだEクラスなど小型艇は12日の深夜にか

け，ワイキキに戻って来ると思われますが，上位の成

績については修正時間が出されており，プロテストの

状況を見たとしても3位迄は変更がないと思われま

す。この修正時間を加味した段階で，日本の「海太朗」

が3位に入る健闘を見せています。（先のオフショア

誌でお知らせしました通り,1位は「インセーシャブ

ル」USA,クラス，。2位は，「ブラブーラ」USA,

クラスE・「海太朗」との差，2位とは7分16秒｡)」

日本艇を含め，全て翌日か翌々日にフィニッシュが持

ちこされて，775マイルを6日間かけて走る船が多い

中，「海太朗Ⅳ」のモヤモヤした思いが一気呵成に吹

き飛んだに違いない迫力ある内容で，この時の「海太

朗」諸氏の意気揚揚ぶりが伺われます。

やがて，東京で･･･…KENWOODCUPへの挑戦

8月26日，小ざっばりした背広姿の千葉育夫オー

ナーにインタビューで，思いのたけを語っていただき

ました。

「1986年に,1988年には必ず出るぞ.／という思い

(2）

で下見に行きました。色々勉強になったけれど，クラ

ス優勝は狙えるな，とまあ，確信して帰国し，それ以

来，ニュージーランドの「Kボート」のヘルムスマン，

ピーター．レスター氏の作ってくれたメニューと指導

を受け，また，前回も出場されている「瑠璃光」オー

ナーの菅原さんやケースに対応すべくNORCのルー

ル委員長石井さんを招いて，経験談を伺ったり，自分

達の練習風景を添畑童さんにピデオカメラで撮っても

らい，5月に1週間の合宿練習後，夕食時にそのビデ

オをコマ送りして，アアデモナイ，コウデモアロウと，

反省とミーティングを重ねました｡」の概略から始ま

り，「ボクは血液型Aだからね……」と，こちらの質

問と答えは千葉氏の頭脳と察知力の中ですでに用意さ

れており，その準備されたメモのおかげでスムーズに

会話が運び，周到さに驚き入って拝聴する結果になっ

たのですが……。「いつ頃からヨットを始められたの

ですか？」と伺うと，「ほんの偶然，慶應大学の相撲

部に居た友人達と飲み屋で談笑していた時，彼らが

ヨットはおもしろい.／とアンマリ言うんで，彼らと

翌日ヤマハへ行って,26ftを弁護士の友人やらと買っ

た時からです。ボクは，全くのしろうと｡」としらっ

と笑われ，それ以来レースに興味が湧いて，「海太朗」

の誕生になり，第1回のグアムレースでクラス優勝，

総合第2位になった頃ご自身のクルーとして体力の

限界は45歳位かなと思い，かつてはパンナムクリッ

パーカップと呼ばれていたこのレース出場にかける燃

える思いと共に，その下見後，「考えられる事全て

はやった｡」と後悔の様子はなく，さっぱりとした口

調で「準備段階で，海太朗各委員会を作り，ルール,予

備備品，セール，チャート，食料，ストレッチ体操等，

各委員長をクルーに任命｡自主管理と工夫を繰り返し，

「ほら，これ見て下さい」と見せられたコピーの厚い

束は，86年のケンウッドカップについて書かれた当オ

フショア誌を始めとする芝大な資料でした。各ポイン

トに塗られた，青黄色のマジック部分を何度も検討

し，「各クルー達全員これを持っていて，徹底的に計

画を練り上げ，スキッパーの戸谷さんとナビの本間さ

んにも言っておいたけど，最後のアラウン・ザ・ステ

イツのコースもすでに今年5月の連休には決めて，何

一

へ
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〈海太朗〉のメンバー

願い，毎朝全員に整腸剤を飲んでもらう。中には肩を

はずして，腕がクルクル回る奴も出る。怪我は日常茶

飯事。ドクターの処は良い避難場所だったかな？そ

んな医師が居るのは心強かったはずです。規則正しく

体育会ぽいから，睡眠欲が勝って，余分な欲の出る暇

はなかったのでは？」

総合プロデューサー兼デイレクターの図式は，ク

ルーの健康管理に迄及ぶのですが，それでもハプニン

グは起きる｡第4レース，リタイア時の心境について，

「ボクはね，とってもくやしくて，一晩中泣きました。

クルーも同じだと思います。「海太朗」と焼印してプ

ロテストに対応する為，外国艇との事前の人間関係を

結ぶために持参した酒用の升，手ぬぐい，グラス，ブ

レザー，その思い入れが無駄に終わるのか.／何の為

の練習と努力だったんだ.／顔がはれる程泣き，ただ

無念でした｡」男心の純情が，聞き手にも恥ずかしい

程伝わってきます。「そんな時に……」と千葉氏は続

けられ，「内のクルーが成績を調べてき，今迄の処，

上位に居る日本艇は，「トーゴX」（山田東吾オーナー）

と『ヴィクトリア」（荻野禎武オーナー）だけでした

ので，もしかしたらと予感が働いて……。

最終レースに賭ける

ただ考える処があり，最後の島巡りレースからボク

は降りる事にした｡」乗船しなかった理由については，

「アラウン・ザ・ステイッ」の長丁場とダイゴ味を味

わいたくて，「海太朗」の全レースに出場して来た千

葉氏でしたが，千葉氏がいる事で，クルーも，ご自身

も，相互に甘えと厳しさがでてしまう。レース中は，

一介のクルーとして，ランナー係等の役割をこなして

が起ころうがこのコースを妥協せすに走ってくれとた

のみ，そして彼はそれを守ってくれましたから賭けに

勝つべきして勝った。ボクは臆病な処もあるし，プロ

相手に挑戦するんですから不安でしよ？まあ他の日

本艇の皆さんも同じような努力はなさってたと思いま

すが･･….？」

相模湾を舞台に,社会人クルーで構成されている｢海

太朗」の練習は，やはり，土，日，祭日，それでも全

員そろう事は難しかったが，「メンバーは船に乗る前

に，社会人としてしっかり働いている人間が前提内

のクルーは結構優良企業に勤めていますが，スポーツ

なんだから毎回ストレッチ体操をしてから乗船し，ハ

ワイへ来てからも毎朝6時30分起床後，30分～1時間

のジョギングと体操，ピーター・レスター氏から貰っ

たニュージーランドの12M級のトレーニングメニュー

A～Fをワイキキ沖で練習。例えばCメニューは，上

マークに行く時のペナルティーに対し360度回転，720

度回転を何分で回るか？ワイキキ沖で2週間前から

繰り返しました。ハワイを吹き抜く北東貿易風の24

ノット，そんな風に体も硬直し，恐怖感で動作もにぶ

くなりがちだったのが，筋肉トレーニングと，ピー

ター・レスター氏のメニューのおかげでか,18~.20

ノットは既に微風に感じられていた。ある日，20ノッ

トの風で720度回転を約40秒で回われた瞬間，ああこ

れはイケルナ？と誰もが予感しました。相模湾でや

る事をきちんとこなしていればこその自覚でした。お

酒ですか？門限は10時とし，食当の部屋のみはフ

リードリンク。10時過ぎは禁酒です。友人の九州・小

戸ハーバーの「風太郎」という船のオーナー，大森康

弘医師にチームドクター兼カウンセラーとして同行を

《
』

(3）
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零
無惨にも曲がったマスト

いるが，「モロカイレースのフイニッシュの頃だった

か，後方から迫ってくる「ブラブーラ」が，あれよと

いう間に「海太朗」を抜いてゆく。彼らはパンピング

を絶えずしてます。

内の船の外人クルーはじめ，こちらは波があるから

無駄だと，誰一人やらない。呆然と抜かれてゆく。

その努力の差，一秒の重みについて，皆に考えて欲

しかった。今迄培ってきた潜在エネルギーを出しきっ

てみろ，という賭けでした｡」

前夜,一人で考え,自分は乗らないと戸谷スキッパー

にだけ告げ,レース当日，クルーはオーナーの乗船しな

い旨を知り,大いにショックを受けた｡千葉氏が,乗り

たくて乗りたくて夢に描いてきたレース，千葉氏の乗

るに乗れない心境に到った。このレースの価値と重さ

を悟って欲しい.／と願った結果，誰一人文句も言わ

ず，折り返しのハワイ島をかわす頃，一人一人，入れ

かわり立ちかわり，パンピングもし，機敏に動いたそ

うです。他の日本艇に日頃負けない努力をしてきた自

信が，第4レースを捨てた「海太朗」としてはせめて

日本勢の中ではトップに立ちたい.／その願いと，か

ねてチャート委員会で決めた通りのコースに，風が上

手くふれた幸運も重なったのでしょう。大いに溜飲を

下げる快進撃となりました。

世界の壁は厚くない

各国のチームについて感想を伺うと，「例えば，オー

ストラリア。レースの練習終了後，モロカイの下見に

ナイトで行くんです。その体力も驚きですが，日本勢

には，そんな打診をしようという気もない」と批判も

少し，残念だけど,iトーゴ｣，「スリーパー」の方々

には，

少し，

(4）

と余り語りょうがなかったのは，「海太朗」が一匹狼

のせいかな？」と自廟も皮肉も少し漂うようで，「ケ

ンウッドカッう．86年のニュージーランドチーム，勝利

の努力を3艇合同でやってます。日本艇もそうしたい

ですね｡」と希望され，「トーゴX」さんを拝見すると，

豊かな海外のレース経験が生かされていて，ず一つと

同じクルーが居て，我々のように練習しなくても含み

資産で常に良い成績を納める船とメンバーが在る。こ

れには合同練習しましょうと持ちかけるのも恥ずかし

く，素晴しいと，しみじみほめられる。将来の展望に

ついては，「このケンウッドでみじめな結果だったら，

もうヨットは止めようと思っていた。第4レースに1漸

槐の思いは残るが，キャンペーン自体は成功だった。

これからも日頃，努力する分野は多多あり，何かの折

には生かしたい。このレースの為，クルー全員に1ヶ

月休暇を下さるよう，勤務先の社長宛に，直筆の手紙

を切々と送った。

ダメなら直談判し，いかに貴社社員を育て人間形成

に力を貸し，各社長に代わって教育を施してきたかも

訴えるつもりだった。千葉氏を始め，ヨット部出身者

は誰も居ず，大抵しろうとから始め，しろうとだって

細心の準備と練習と，意欲と勇気さえあれば，これだ

けできるんだ.／決して世界の壁は厚くない.ﾉ」

「海太朗」のクルーに向かって語るがごとく，日本

のヨットマン達に告げるように，目を見すえられてい

ました。

ヨットに興味を覚えて7年間，休日は全部ヨットラ

イフの千葉氏にお年を尋ねると，「ある日から，34歳

に決めました｡年齢は,人から強制されて取るものじゃ

ないですからね｡」艶やかで真黒精桿な面持ちは青

年そのものです。渋谷の雑踏にすいこまれてゆく中肉

中背のこの人を，つい2週間前迄，激しく競われた，

世界4大レースで，見事栄冠を獲得した「海太朗」の

オーナーとは道往く人は知りません。しかし，その後

姿は何んと生き生きとし,その背筋は,凛と輝きを放っ

ておりました。

↓マストの改修作業の後には横腹に穴をあけた<JUNO>が

声

二■
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ケンウッドカップ参戦記
’88勺

KENWOOD

<TOGOX>オーナー

山田東吾

塗’写真提供：ヨッティング

明るくって，楽しくって，カップがたくさんあって

海があたたかなレースとしてずっとこのシリーズは続

くと考えられるが，それに対するチーム参加艇の戦略

も少しは変って来てもよいのではないかと思う。

そこで，問題を大きくしぼって，二点ほどあげてみ

たい。まず第一にチームレースにおいて各艇のとる行

動として，各艇がチームメートの艇の行動を絶対に妨

げない，もしくは走行に制限を加える航路をとらない

ということである。

日本艇はD,Eクラスが多いためか，どのレースの

ビデオを見ても，同じ様な所から群れでスタートして

いる。もちろん計器が発達して，上有利，下有利等は

歴然と数値として出ているのだから，この傾向がある

のは当然であるが，問題はそれ以前にある。レース前

10分～数分にかけて，もし同クラスに同チーム艇がい

れば，それらの位置関係を考慮する位の高度の戦術は

必要なのである。観覧していて，しばしば見るのはス

タート数分前A艇（日本チーム）があそこでタックを

入れたから今がタックだ。と自艇の標準を比較的レー

ス上手と言われている日本艇に合わせる傾向があった

ので笑ってしまったことがある。すると日本艇同志は

ますますかたまり混乱する。日本艇の下もその下も，

後も日本艇が続いていた。

クラス別のレースの場合BRAVURA,INSATIA-

BLE,INDULGENCEⅥ等の様に世界的な名手達が

舵をにぎる名艇達がいるのだから，それに合せると，

少くとも日本チームの艇が同チームや日本の他チーム

の艇を追いあげてしまいリコールさせるようなケース

は起らないのではないだろうか。

我々のDクラスでINSATIABLE,INDULGEN-

CE等のスタートを見ていても，安全に混乱の予想さ

れる位置からはスタートしていなかった。

我々トーゴ・チームはトライアングル・レースでは

彼らと互角に戦いあえたし,Dクラス内では第1レー

ス2位（総合4位）第2レースではクラス3位（総合

23位）第3レースではクラス2位（総合3位）の成績

を残している。ただどのレースでも1位を走っていて

ハワイの海でヨットレースのシリーズをする時に自

分達の艇としては，一生懸命戦うのであるが，レース

の途中から自己のアイデンティテイーがぐらつき出

す。

俺は日本チームとして走っているのだろうか，自分

のクラス（クラスD)の中での有利な位置をねらうべ

きなのか，それとも全艇の中での順位を争うべきなの

だろうかと。

大本営たるNORCとしては色々優秀なチームを組

んで送り出した最前線のチーム・キャフ．テンが，こん

な迷いで走っているとは夢にも思っていないだろうが

実際はそうなのである。時にはあの日本艇にだけは負

けたくないと思い入れて進撃するなんて事に迄なりか

ねない。

それはこのレースの表彰の多様性によるもので，例

えば,1979年度のファストネット・レースを含むアド

ミラルズ・カップの時に，コテルテル・月光・トーゴ

の3艇のキャプテン達が集った時，チーム・キャプテ

ンの山口照雄氏以下，我々が申し合せをした。

「まず第一に，3艇の日本艇の中で，どの艇が一番

早かったか等は，各艇員にもデザイナー等にも一切言

わせない｡」「第二にスタートやレース走行中に日本艇

同志は，多少自艇に不利になってもポイント・ゲッ

ターを先行させよう｡」

これは一国一チーム三艇の限定された環境で，目的

はただ一つ，チームの合計点（総力）にしぼられてい

たからである。

サルジニア・カップは歴史が浅いが，やはり同じ形

態をとり，同じような話し合いをしている。しなくて

もアウンの呼吸でそれは行われてきた。今回のレース

の場合は様子が少し違った。

もちろん,ハイライトはチーム別の優勝ではあるが，

その他に全レースにおける各クラスの表彰，特に全

レース優勝艇のそれは，チーム優勝をしのぐくらい

だった。さらに各レースにスポンサーがつき1位から

3位まで個々に表彰もされた。まさにアメリカー日本

（ケンウッド）カップズバーゲン・ホリデイだった。

a可

（
』
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も後半または最後のレグでクラス優勝を逃がしてしま

う。

もう少し，そのもう少しだけが彼我の実力の差なの

だろうと思う。最終レースまでクラス2位，3位，3

位，2位ともつれ込み，クラス上位3艇の順位が，そ

のまま全シリーズの順位になり優勝に手がとどいてい

ながら最終レースがクラス3位でシリーズ・クラス優

勝を逸してしまった。

自分の艇の敗因を想い出して話が横にそれてしまっ

たが，問題の第2点は，ケンウッド・カップの場合に

限って言えば，どの時点でチームとしての戦略（もし

あるとすればだが）から各艇が解き離されるかという

問題である。

わかりやすく言えば，戦場で「我が軍は崩壊した。

各部隊はその地区（クラスがこれに当る）各艇で善戦

せよ.／」との命令をいつチーム・キャプテンが発令す
るかである。

仮に勝利を3位入賞とするならば，それから得点が

程遠くなってしまった時，すなわち終盤戦に入る頃の
問題となろう。自然に各艇間のムードでわかってくる

が，チームに属するかぎりロング・レースで奇矯な一

発コースは引けないに違いない。個々の艇の戦略目的

も1回でもクラス内1位をと冒険をする点に変えるか

もしれない。

ふりかえってみて，常に眼の前にクラス優勝をみな

がら，それを逸した,悔い多きシリーズではありまし

た。

最後に，個艇としてのトーゴX,Dクラス艇として

のトーゴX,日本ブルーチームとしてのトーゴXにつ

いてお話しいたします。

個艇としては第1レース総合4位（意気はあがって

いたのですが，第2レースで同じブルーチーム艇のス

リーパーに追いあげられ，リコールとなり，上位入賞

の夢は早くもパチリと風船のように飛び散りました。

夢を見ます。“スリーパー，何でほんのちょっぴりス

ピード落してくれんのや./”

Dクラス艇としては，大望がくじけた後だけに徹底

的に貧乏たらしく「皿ネライ」に目的をしぼりました。

これは案外成功して,Dクラス2-3-3-2-3位，

シリーズ3位で見事なお皿（今回は皿カメカップ）が6

枚も集まりました。今年の暮れからはトーゴ名物ケン

ウッド，裸皿踊りを興業するつもりです。テープの御

入用の方は早目に御申し込み下さい。

チームとしては，快走していた海太朗のマスト・ト

ラブルによるD.N.F.の時に上位入賞は絶たれまし

たがそれまで10位以内にいたし，その後もアラウン

ド．ザ・ステーツ3位と活躍し，日本のこれからの

レーサー界を背おって行く萠芽を見る思いが致しまし

た。

1

'88KENWOODCUP

総合成績

Position Yacht

BRAVURA

JUBILATION

GREATNEWS

WINDWARDPASSAGEII

INSATIART.F

RONSTANULTIMATECHALLENGE

Total

525

495

490

482

449

422

415

406

399

385

384

376

353

348

345

344

324

318

312

305

305

278

275

270

269

249

228

225

221

219

206

191

185

173

156

150

149

136

129

122

86

84
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”””＞＞””函”画迩”函”＞湧厘”＞”函”

石原裕次郎メモリアルヨットレース

妬ちゃん一周忌 睡函迩睡”彦迩迩函＞＞”＞”函”＞””””彦

今年で2回目を迎えた「石原裕次郎メモリアルヨッ

トレース」が,快晴の8月28B,NORC関東支部主催，

大塚製薬㈱協賛,15社・団体協力（後記）にて行われ

た。故裕次郎の兄,石原慎太郎運輸大臣の｢コンテッサ

Ⅷ世」をはじめ，｜玉l内レースとしては最大の147艇が

参加｡クルーザーレーティングによるAクラスと，ヨー

イドン，早いもん勝ちのBクラスに分かれ，油壺沖→

江ノ島沖マーク→葉山沖マーク→油壺沖，全長37km

のコースに臨んだ｡Aクラスでは初めての試みとして，

風の強弱により3種類のタインアローワンスを設定す

るシステムを採用。当日は風速4mのため，微風用

タイムアローワンスが適用された。

午前10時，ゲストの神田正輝氏が打ち上げた照明弾

を合図にスタート。コンテッサⅧ世には舘ひろし氏も

乗船，8艇のプレスボートに分乗した報道陣のレンズ

を一手に集めていた。レースの結果は別表の通り。優

勝艇には石原裕次郎杯が贈られた。

レース終了後石原運輸大臣が記者会見し，参加艇へ

の謝辞を述べた後,森戸海岸沖の名島に建設予定の"裕

次郎灯台”に触れ，「弟とよく魚をとった場所だし，

地元の協力を得て，来年のレースまでに完成できたら

最高ですね」とコメントを残した。建設実現に向けて

大きな一歩となったことは間違いない。

なお，協力会社・団体，抽選会賞品提供会社は右の

通り。（順不同，敬称略）

唾

ク
α
５
◆
で

蕊
ザ雰

職
三舎，篭‐拳凸
･旨岨輯J,

群．．準一

‘.""霧誉：
．'､槌静.ー

騨

鼠蝿.．‘

1jJ
いふ紗

一
一

r■

拝
融

一
Ｆ
舘

捗
暉淫

蕊

協力：㈱ヤナセ,ジャパン・ゲーム‘フィッシュ協会,㈲トライ・

アングル，㈱石原プロモーション，テイチク㈱，上島珈琲㈱，宝

酒造㈱，㈱伊藤園，エスピー食品㈱，サッポロビール㈱，㈱広屋，

㈱舵社，オーシャンライフ㈱，「ヨッティング』誌，油壺ベイヨッ
トクラブ

賞品提供会社：コンチネンタルミクロネシア航空(株)，ヒノキ新薬

㈱，東洋ゴム，㈱ソレイユ，ヤマハ発動機(株)，㈱東京トロイ，ミ

ドリインターナショナル㈱，（株)ミキモト，日本タイマート㈱，㈱

ヤナセ,バルティックヨット・ジャパン(株),ウルマーセイルズジャ
バン㈱，日本信号旗㈱，中村船具工業(株)，浅田飴本舗㈱，堀内伊

太郎商店，（株)ノースセール・ジャパン，一点鐘，ドール，日産自

動車㈱，オーシヤンライフ㈱，花王㈱，フッドセイルメイカーズ
ジャパン㈱,㈱セィルスバィヮッッジャパン,ニュージャパンョッ

ト㈱，（株)舵社，㈱ノルディックスポーツ，㈱ゴールドウィン，ス
ポーツニッポン新聞社，（株)イチサンゴイースト，「ヨッティング」

誌

《
』

写
真
提
供
：
関
東
支
部
広
報
委

一
￥
〃

毎_鋒.
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第三回海の祭典開催

名古屋港で､12m級の模擬マッチレース

東海支部広報委員会

去る7月20日～24日の間，第三回海の祭典が名古屋

港で開催され，皇族はじめ石原運輸大臣をお迎えして

の記念式典および，名古屋港を中心とした各種行事が

実施されました。

東海支部では，7月19日の前日祭において，ニッポ

ンチヤレンジチームの12m級2艇による模擬マッチ

レースを主管し，レースの運営およびレース模様の解

説等に協力し，行事を盛り上げました。また，レース

に先立ち行われたヨットパレードにはメキシコから

「マリガランテ」も参加し，東海支部では志摩ヨット

ハーバーおよび碧南ヨットクラブから6艇が参加し，

花を添えました。

12m級の模擬マッチレースは,2レース行いまし

た。第1レースは，風が弱く方向も定まらない状態で，

絶えずマークが移動していましたが，第2レース後半

からは風も安定し,12m級らしい走りを披露できま

した。

重要港湾の海面でヨットレースをするなど，初めて

の経験でしたが，観覧船に港湾監督官庁の関係者を乗

せレース艇を追いかけての解説はきっとヨットに対す

る理解を深められたと期待しています。

また，7月20日の記念式典には，東海支部の支部長

以下役員が参加しました。会場では石原運輸大臣を囲

み，ヨットの話しに花を咲せました。
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アメリカズカヅフ速報

スターズ･アンド･ストライブス大差で圧勝

第27回アメリカズカップは，9月7～11日,2戦先

勝方式で，サンディエゴ沖で行われた。レース前から，

LOA60feetの超軽量カタマラン“スターズアンドス

トライプス”の圧倒的優位が予測されていたが，予想

通り&$S&S"が大差でアメリカズカップを防衛した。

第一レースは，9月7日正午スタート40マイルソー

セージコース｡3～5m/sの南風の中,LOA123ftのスー

パーマキシ“ニュージーランド”は"S&S''に10秒

先行してスタートしたが，風上マークでは9分4秒の

差をつけられてしまった。"S&S"は所要時間4時

間53分，18分15秒差で圧勝した。

第2レースは，9月9日正午スタート，3～5m/s

の西風で39マイルトライアングルコース。iGS&S"

スタートから先行，所要時間3時間，21分10秒差で第

一戦に続き連勝した。

｛
）

／ －
３
－
画
》
Ｊ

』
粋《

唖
一

ｈ
《
■
幹
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運輸省等官庁及び海事関係団体主催委員会へのNORCの参加状況について

ト_NORC専務理事清水栄太郎一 ’

近年，海洋性レクリエーション振興の施策と相まっ

て運輸省はじめ各官庁及び海事関係諸団体のNORC

に対する委員会への参加呼びかけが多くなってきてい

ます。

NORCでは，専門委員会の協力を得て，できる限

りこれらの呼びかけに応じて出席し,NORCサイド

の意見を申述し，諸政策あるいは海事諸団体の意見醸

成に反映させるよう努力しています。

現在までの各種委員会への出席状況を次のようにま

とめましたのでご報告いたします。

（記載項目委員会名，(1)主催者，(2)委員会の設置

目的・審議内容,(3)NORCからの出席者,(4)開催回数，

(5)構成員，(6)その他）

1．海洋レクリエーション関係団体連絡会議

(1)運輸省運輸政策局

(2)海洋レクリエーション関係行政機関，関係団体間

の情報交換，連絡調整，及び海事思想の普及

(3)専務理事…清水栄太郎，常務理事…久保和男

(4)年4～5回

(5)運輸省，海上保安庁，及び日本海事広報協会，日

本小型船舶検査機構，日本マリーナ協会，日本舟艇

工業会，等13団体

2．使用済みFRP船解撤処理体制検討会議

(1)運輸省海上技術安全局

(2)FRP小型船舶の解撤処理体制の確立審議

(3)技術委員長…渡辺修治

(4)年3回

(5)運輸省，海上保安庁，水産庁，東京大学，関係都

県市，及び日本小型船舶検査機構日本舟艇工業会，

等10団体

(6)63年6月で終了

3．運輸省とNORCとの連絡会

(1)

(2)ヨットに関する法規についての情報交換及び業務

連絡

(3)法政委員長…今岡又彦，法政委員…久保和男，専

務理事…清水栄太郎，常務理事…嶋田武夫，計測委

員長…林賢之輔，総務委員…児玉萬平，等

(4)月1回

(5)運輸省海洋海串課課長以下3名NORC4～5名

4．日本工業標準調査会船舶部会舟艇専門委員会

(1)通商産業省工業技術院

(2)日本工業規格の制定,改正,確認,廃止の調査審議

(12)

(3)技術委員，計測委員…大橋且典

(4)年5～6回

(5)運輸省，東京商船大学及び日本舟艇工業会，日本

小型船舶検査機構中村船具，日産自動車，ヤマハ

発動機IHIクラフト，等13団体

5．日本小型船舶検査機構評議員会

(1)日本小型船舶検査機構

(2)日本小型船舶検査機構の運営に関する重要事項の

審議（船舶安全法第25条の23に基づく機関）

(3)専務理事…清水栄太郎

(4)理事長が必要と認めたとき

(5)日本海事協会，日本舟艇工業会，日本海難防止協

会，漁船協会，日本マリーナ協会，等の代表者15名

6．多胴型小型帆船の安全基準に関する調査委員会

(1)日本小型船舶検査機構

(2)多胴型小型帆船の安全基準の策定

(3)技術委員長…渡辺修治，計測委員長…林賢之輔

(4)年6回

(5)運輸省，東京大学，大阪大学，及び日本ヨット協

会，日本海事協会，日本舟艇工業会，等5団体

7.NORCとJYAとの連絡会

(1)NORC・JYA

(2)NORC･JYAの情報交換連絡

(3)副会長代行･･･大儀見薫専務理事･･･清水栄太郎，

常務理事･･･嶋田武夫・久保和男，ルール委員長…石

井正行，技術委員長…渡辺修治，財務委員長…児玉

萬平，監事…飯島元治，等

(4)年6回

(5)NORC・JYAとも各4～5名出席

8．小型船舶流通・利用基地システム調査研究委員会

(1)日本造船振興財団

(2)マリーナの機能整備，新たな流通利用基地の概念

設計と実現方策の策定

(3)専務理事･･･清水栄太郎

(4)年3回

(5)運輸省,東京大学及び日本マリーナ協会,日本ヨッ

ト協会，日本舟艇工業会，等5団体

(6)63年3月で終了

9．プレジャーボート等小型船委員会

(1)日本船舶標準協会

(2)プレジヤーボート等小型船舶に関する日本工業規
格標準化の検討

(3)本部事務局課長代理…矢嶋滋

垂
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(4)年6回

(5)東京商船大学及びNK,日本小型船舶検査機構，

舟艇工業会，横浜ヨット，ヤマハ発動機，岡本造船

所，等22団体

10．横浜港プレジャーボート等小型船舶対策調査委員

会

(1)横浜市港湾局

(2)港湾の管理，開発，水面利用面からの小型船舶対

策の研究

(3)専務理事…清水栄太郎

(4)年4回

(5)関東運輸局，第二港湾建設局，横浜海上保安部，

神奈川県及び日本マリーナ協会，等6団体

11．海難防止の国際的動向に関する調査研究委員会

(1)日本海難防止協会

(2)IMOで審議される海難防止事項に関する各国の

動向調査及び我が国における問題点，対処方針の検

討

(3)常務理事…久保和男

(4)年3回

(5)運輸省，海上保安庁，水産庁，東京商船大学，東

京水産大学，海上保安大学校等及び日本パイロット

協会，日本船主協会，大日本水産会，等7団体

12.GNDSSの導入に関する調査研究委員会

(1)日本海難防止協会

(2)1991年から実施される「全世界的な海上における

遭難・安全制度(GMDSS)」のシステムとして採

用されているコスパス・サーサット地上局(LUT)

及びNAVTEXシステムを導入するための技術的

要件の調査及び陸上通信施設の整備指針の作成

(3)通信委員長…鈴木康之

(4)年6回

(5)運輸省，郵政省，海上保安庁，東北大学，電通大

学，海上保安大学校及び日本海技協会，電子航法研

究所，日本無線，日本郵船，等9団体

13．全国海難防止強調運動実行委員会

(1)日本海難防止協会，

(2)海難防止知識の向上及び海難防止思想の普及啓発

の事業に関する方針策定

(3)常務理事･･･久保和男

(4)年2回

(5)海上保安庁，気象庁及び日本マリーナ協会，日本

小型船舶検査機構，日本船主協会，大日本水産会，

等14団体

14．航路標識調査研究会

(1)日本航路標識協会

(2)航路標識の性能向上と安定化を図るための認定制

度，設置管理の合理化に資するための設置基準の研

究

(3)常務理事･･･久保和男

(4)年4回

(5)運輸省，海上保安庁，水産庁，東京商船大学，東

京水産大学，東京理科大学及び日本海難防止協会，

日本船長協会，日本港湾協会，等8団体

15．水路図誌に関する検討会

(1)日本水路協会

(2)ヨット・モーターボート用海図その他水路図誌に

関する検討

(3)顧問…福永昭，常務理事…久保和男

(4)年2回

(5)海上保安庁,東京商船大学及び日本マリーナ協会，

大日本水産会，日本船長協会，等17団体

16．海上防犯連絡協議会

(1)海上保安協会

(2)海上における防犯意識の高揚及び通報体制確立の

計画策定

(3)常務理事…久保和男

(4)年2回

(5)運輸省，海上保安庁及び日本船主協会，大日本水

産会，日本船長協会，日本マリーナ協会，等10団体

■■

（
）

|NFORMATION一六一亥一一１
．
．
・
＃
＃
１

÷÷÷÷

|NORC忘年会のお知らせ｜

日時12月2日（金)18時30分より21時迄

場所高輪プリンスホテルプリンスルー

会費1名13,000円（着席ビッフェスタ，

先着230名にてしめ切らせていただ

今年は着席テーブル式にいたしまL

ゆっくりくつろいでいただけると思0

来年開催されるアドミラルカップに向けて，

NORC国際小委員会にアドミラルカップ小委員会

を設置した。メンバーには小田良司氏他が決定しま

した。

尚，アドミラルカップ出場を予定されている艇

ウ

~÷÷÷÷÷÷÷÷÷一一一一÷
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ハンディキャップについての解析

計測委員会松崎孝男
1．はじめに

レーティングとハンディキャップとは全く別物であ

る。かなり厳密な，言いかえるとメンドクサイ計測と

計算によって得られるレーティングに対して，外洋

レースのハンディキャップの方法は，たくさんのレー

ス結果から割り出されたものであって，いろいろな外

的条件を平均化して得られたものである。従って，す

べての条件下で，大小さまざまな艇に公平な結果を与

えるものではない。また，艇の性能の進歩に対しても，

当然鈍感である。

毎年，秋に熱海で行われるJAPAN･CUPには各

地から優秀なレーサーが集まり，名実ともにオフショ

ア・レーサーの全日本選手権になりつつあるが，台風

シーズンの影響もあって，強風が吹<確率も他のレー

スにくらべて多いようである｡そこで,現在のハンディ

キャップ方式では，小型艇にほとんどが勝目がないと

いう意見が提出され，このシリーズ・レースについて

のハンディをstudyすることになった。

現在NORCが用いているハンディキャップ.の方法
ﾀｲﾑオンタイム

は，イギリス流の時間修正方式であり,Kenwood
タイムオンデイスタンス

Cupでは，アメリカ流の距離修正方式が採用されて

いる。ハンディキャップ・システムを論ずるには，こ

のTOTにするのか,TODにするのかといった基本

的なものから論議する必要があるが，現在あるレース

結果のデータは，レーティング(RT)と経過時間(ET)

のファクターしか記録されていないのが実情のため，

TOTの解析に限定される。

今後，本格的にこの問題に取組んでいくには，風向，

風速，潮流，等の経過とかマーク／ポジション(LAT,

LONG)及びマーク間の距離等の記録の蓄積が必要

となろう。（外国のレース結果の表は参考になりうる）

2．分析方法

TCF=m*K｣
K2

とした時，各レース毎に「K1」はいくらが一番公平

かを，実際のレース結果より，最少二乗法により求め

た。なお，サンプル数は1レース当り，合計12艇とし

てあり、各クラスでの上位3～4艇を公平に取上げ，

これを「正しいデータ」として採用した。

「K2」の数値はいくらであっても順位には関係し

ないが，ここでは「25フィートの艇のTCFが0.76に

なる様なK2」を求めてある。

K2=(V~Z5+K1)/0.76

3．結果

第l図～第18図まで,84～87年のレースのグラフを

示す（省略)。その’例を右上に示し，説明すると，

(例)'85-2RRETINGとTCF係数

(実絨）

T＝0,19589噸

-0.002949

NORC

=(唾等)＊
1.2849

３
２

１

１

一÷－

噂－－－

T1．1
↑

T

１
９
８
０
０
4.655．45．86.26．6

J訂

甑軸＝スピードファクターを係数化したもの(TCF係数）

具体的には'}i均所要タイム／当該艦の所要タイムにより求めてある。

横軸＝レーティングの平〃根1両としてある。

このグラフ上で，データが直線に並べば，上記2項で

記した式が当てはまることになる。そして最少二乗法

による式（回帰式）を算出し，これからK1(*)を算出

した。参考までにNORCの式と比較してみた（点線)。

＊（回帰式がY=AX+Bで表わされる時,Kl=B/A

となる）

第1表はこれで求めたKl,K2および回帰式の相関

係数等について全18レース分を纏めたものである。こ

の結果を,K1の少ない順に並べたものが第2表であ

る。これで見ると全18レース中,K1>2.6のレースは

僅かに6レース（33％）で，他の12レース（67％）は

垂

(第1表）

TIMECORRECTIONFACTORSTUDYIN

YRRACEREMARKSKlK2

8413．192710．7799

8430．72907．5382

8441．40318．4251

8455．826714．2457

8514．118011．9974

852－0．01516．5591

853－1．86114．1301

8556．321014．8961

8615．405013．6908

8621．64588．7445

863－1．74064．2887

8640．42127．1332

8655．934014．3868

8710．91267．7797

872－0．83205．4842

873－0．95435．3233

874－1．98003．9737

8751．10218．0291

AVETTL1.64608.7447

JAPANCUP84-87

R2CORRAVERT

0.905827．44

0．920227．41

0．973926．95

0．832627．16

0．968827．19

0．976727.00

0.903725．95

0．950426．83

0．659226．14

0．962926．06

0．712926．32

0．773425．96

0．968025．74

0．877025．86

0．973025．93

0．973026．29

0．964026．50

0．910026．57

0．900326．52

へ
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左下をグラフ化したものが下図である。アドミラル

カップでは1989年よりUNDER30.5の式を改訂し（大

型有利を是正）運用することをアナウンスしている。

この式は図でもわかる通り,JAPANCUPの実績に

かなり近い。少なくともこの比較に於いては現

NORCのシステムは「かなり大型艇有利」といえる

かもしれない。

Klは2.6以下であり,平均的にもK1=1.646と小さい。

少なくともこのシリーズに関しては大型艇に有利な

ケースが多かったといえよう。もともと，この式は

RORCで開発された，マキシからミニトン迄を包括

した簡単にして中々すたれない方式であるが，厳密に

は色々問題もある。その1つが「微風の時は小型艇有

利｣，「強風の時は大型艇有利」となる点であろうが，

これはTOTの欠点でもあり，利点でもあるのではな

いか。即ち「何時かは自艇にもチャンスが訪れる可能

性がある」という期待を持ち得るからである。 ｡÷アドミ(30.5ft>)

３
２
１
０
９
８
７
６
５
４

１
１
１
１
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

JAPANCUP

（84-87）
アドミ(30.5ft
NORC

＜）
(第2表）

TIMECORRECTIONFACTORSTUDYINJAPANCUP84-87

(ORDEREDBYK1)

YRRACEREMARKSK1K2R2CORRAVERT

874－1．98003.97370.964026．50

853-1.86114.13010．903725．95

863－1．74064．28870．712926．32

873-0.95435.32330.973026.29

872-0.83205.48420,973025.93

852-0.01516.55910.976727.00

8640．42127．13320．773425．96

8430.72907.53820.920227.41

8710.91267．77970．877025．86

8751.10218.02910.910026.57

8441.40318.42510.973926.95

8621.64588.74450.962926．06

8413．192710．77990．905827．44

8514．118011．99740．968827．19

8615.405013.69080.659226.14

8455，826714．24570．832627．16

8655.934014.38680．968025．74

8556.321014.89610.950426.83

AVETTL1.64608.74470.900326.52

K1<06CASES-1.63404．42890.888426．27

K1<19CASES-0.59115.80110．897126．36

Kl＜212CASES0.15566．78370．909726．48

5ft

一

R＝2

1.0
5.0 民兵

』.』

ﾉ刈育一

↑

これらの結果から，今年のJAPANCUPに対して

どの修正公式を用いるべきなのか，このシリーズ・

レースの将来の展望を含めたポリシーにもかかわる問

題であり，十分に討議がなされるべきである。

前にも述べた通り，直線回帰による式（式の分母

にV百が含まれていない式）による場合は，分母の値

は修正順位に影響を及ぼさないから，84～87年までの

平均値をとるならば，

TCF=写寺j4f“又はV頁詩64‘

となる。

今まで使用されてきた空fzgとの差が大きすぎ
ること，新鋭艇がワントンクラス(30.5ft)付近に集っ

てきていることから判断するならば,TCF=

垂ffL'(L9=L646+÷(2.6-l.646))をとるこ
とも,1つの妥協案である。

（
）

次に,RORCがアドミラルカップ.で採用している

TOTの式,NORCでいま使用している式がどのよう

な水準の数値か，又，今回ここで解析したK1=1.646

というのがどの程度の水準かを次に比較してみる。

（夫々 R=22.5F,25.5F,30.5Fの例で計算）

RATIOTCF,TMF

種顛 式 ５
５
５
２
２
２

５
５
０
２
３
２22.5ft：25．5｝i30.5

0.7343i0.7650!0.8123
'VT+2.6

1.041811.1062NORC
10

RORC

ADMIRALS

UNDER30,5

0.2424'仮

l＋0.056パ了
1.050211.22520.9061’0‘9516：1.0195

0.2738'1~F
1.044811.11080.9178；0.958911.0195ABOVE30’5 1＋0.0875′仮

1~F+1.646JAPANCUP

(84-87）
1.0479：1.12190.730710.7657i0.8198

8,7447

(15)
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NORCクルーザ一レーティ ング1988

①本ルールは､本部計測委員会クルーザーレーティング

部会力識轄し､各支部が管理する。NORCの本部レース

や支部レースに用いる場合ば各支部が任命した計預|倭昌

が計測し､計測証言は､各支音罎璋が署名し､罰とする。

②I)クルーザーレーティングルール

Ⅱ）タイムアローワンスシステム

上記2つから構成される。

I)クルーザーレーティングルール

1）レーティング⑨m

R=(L-BWL+2/3G+0.75×RF×1FS)×PF×AF
2

⑧Rは、小数点以下3位の値を四捨五入して2

位の値を求め、2位の値は更に、0または5の近い

ほうとする6

2）計測状態

計測は、計測状態で浮いているヨットについて行

われる。

3)BMAX最大幅

4)BWL最大水線幅

BMAXステーションの水線幅

5)FBMBMAXステーションの乾舷

6)G=GMAX-2FBM

GMAXは左右のシャーラインからキールの底部を

通るチェインガースの最大値

7)Gチェインガースの長さ

8)L有効水線長

計測状態のヨットの砲水線の上方0.03(BWL+G)
の距離の砲水線に平行な長さ

L=LOA-OHF-OHA+OHC

OHF前部オーバーハング

OHA後部オーバーハング

OHC後部オーバーハング修正（未定）

Yトランサムの水平方向の前後長さ

9)RFリグファクタ-(バミューダリグのみ）
スルーフ｡RF=1.0

ヨーノレ0．95

ケッチ0.90

10)Sセール面積

S=SAM+SAZ+SAF+SPC

SAMメインセール面積

SAZミズンセール面積

SAFフォアトライアングル面積

SPCスピンネーカー修正

本部計測委員会クルーザーレーティング部会

a)メインセール面積

SAM=1/2×P×EC

Pメインセールラフの長さ

ECメインセールフットの長さ

b)ミズンセール面積

SAZ1/2×PY×EYC

PYミズンセールラフの長さ

EYミズンセールフットの長さ

c)フォアトライアングルの面積

SAF=1/4×JL×(JC+LPG+FSP)

JLフォアトライアングルのラフの長さ

JL=096/T2一千~Jf

』フォアトライアングルのベース

JCJとSPL(スピンネーカーポールの長さ）

の内大きいほうの値

Iフォアトライアングルの高さ

LPGジブの最大LP(実測値）

FSPラフグループの前後幅

d)スピンネーカー修正SPC

SpC=SPA-(SAM+SAZ+SAF)≧1.0
2

Z

SPA=0.06(2×SL+SMW)

SLｽピﾝﾈｰｶ式D最大ラブ/ﾘｰﾁの長さ(実測値）

SMWスピンネーカーの最天幅（実測値）

11)PFプロペラファクター

OutofAperture

フォルデイングPF=0.99

フェザーリング0．99

固定2翼0．96

〃3翼0．94

1nAperture

フォールデイングPF=0.995

フェザーリング0．995

固定2翼0．98

〃3翼0．96

プロペラの無いヨットおよび平水中の機走速フプロペラの無いヨットおよび平水中の機走速力が、

1.811γ⑰ノット未満のヨットは

PF=1.0とする。

12)AF船齢ファクター

1975年（昭和50年）12月以前に進水した艇

は、レーティングR(ラウント・する前）に下記AF

を乗じた後、⑧を求める。（船齢は、各艇ごとの進

水年月日を用い、IORのシリーズデートは用いない。

(16)
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AF

AF0．90
0．90

0．95

0．97

口司
0．98

司0.99
950．9

｜、0，‘’』’’’,ﾕｰｰﾆｰ－号---,-‐

6 570

13）計測の種類

③全計測IOR、JORを取得したことのな↓艇

⑪部分計測過去にIOR、JORを取得したこと

のある艇で、Y値がLOAの10妬以

下の場合。

OHAのみ計測。

、無計測IORJOR取得艇でY値が､LOA

の10妬以上の艇。

"OHA以外はIOR値からコンピューターにて

算出。

以上の3種類がある。

14）計測

①艇の計測状態

aレース時の帆走状態であること。

bセール及び移動物は船内のマストより前方に

積んではならない。セールは船内マスト直後の

床に置く。

cメインセールはブームに取付けておいてもよ

い。

dアンカーローラー等に固定してある場合を除

き、パウトリムの為、バウのアンカーウェルに

アンカーを入れておいてはいけない。

曲実際のスピート．とはウラハラだが、浮上すると

レーティングが小さくなる傾向がある。コンピ

ュータによる試計算では、同一艇種の総重量が

異なってフリーボートの高さが変っても、水平

に沈みこむ場合には、R値の変化は小さい。前

後トリム（傾斜）に対しては、スターン部の長

さが大きく影響を受けるので要注意である。

758085

（特に小型艇）

②リグ／セールの計測。

IORのIC、JC、PC、EC，ペナルティとい

う考え方を除き、より実質的なセールエリアを参

入する方針とする。

a1ポイント上端：シブハリヤート・のシーブの

上端

b1ポイント下端：マスト正横のシアーポイン

ト。

㈱I=IG(IORのIG)IORの0.04B及

UwFJ超過の項は適用しない。

cPポイント上端：メインセールの上端又はハ

リヤードシーブの上端又はプラックバンドの下

端。

dPポイント下端：ブーム上面（グループの外

端）の延長上のポイント又はブラックバンド上

端。

㈱IORのBASペナルティは適用しない。

eファーリングメインセール。Pの上端は、ハ

リヤードシープの上端とし、Pの下端はタック

取付シャツクルの下端又は、メインセールを展

開できる最下部とする。

fフルバテン・メインセール

バテンの本数を制限しないが、MGU力剴38%

E、MGMが65%Eを超える場合、超過量の合

計の3／4をEに加える。

（この計測は通常のメインセールにも適用する｡）

gEの前端：マストグルーフ｡の後面。ファーリ

ング・メインセールで、外付けの

《
）

(17）
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ファーラーを使用している場合は、

フォイルの前面とする。

hEの後端：メインセールが展開できる最後端、

又はブラックバント．内側とする。

iスピンポールの計測法：マストに水平にセッ

トし横にいつぱいに

振り出して一番外側

の点までを測る。

jFSP:ヘット・フォイルの前後幅

（2倍しない）

③船体及びその他の計測

aY値について。LOAの10筋を超えた場合O

HA=0とする。

bレイズト．・デッキのシアーライン。ハルとデ

ッキの接合面とする。（疑問のある場合、問

合せる｡)

cプロペラファクター

フォールディングとフェザリングを同一の係

数とする。

④その他

aSPC値の最小値は1.0とする｡(1.0以下には

ならない）スピンなしはOo

b混乱を妨じる為、CRで用いる記号をIORと

同じにする。("B-BWLF-FBM

3）レース結果の計算

CT=ET-TA×D

CT修正時間

ET所要時間

TAタイムアローワンス

，距離

皿運用上の問題点

現在のクルーザーレーティングルールでは軽排水量

艇、及び特殊な船型の艇に対しては、適正なレーティ

ングを与えることが出来ない。これは、費用のかかる

プロフィールや、排水量の計測が必要なIORとは異

なり、ヨットが水に浮いた状態で簡単に計測出来、費

用も少なく、なおかつ、一般的なクルーザーに対し、

ある程度適正なレーティングを与へることが出来るこ

とを条件に考へだされたルールだからである。

計測委員会クルザーレーティング部会は、適正なレ

ーティングを与へられないと認めた艇に対し、適当な

ハンディキャップ．を与へることが出来るものとする。

これは、HSC(HighSpeedCorrection)の項目で

証書に記載する。

例、CR+αポイント(+1=0.05171)

4.0077z+3P=4.15

ダイムテーブル表の3段階上の値

《

Ⅱ）タイムアローワンシステム

1）距離(D)

海図上でスタートラインから、マーク、または島

を回り、フィニッシュラインまでの直線距離(浬）

2）タイムアローワンステーブル

タイムアローワンス(TA)は、レーティング⑧

（5”きざみ）に対応して、1浬当たりの所要秒時

(sec/nauticalmile)を示している。

タイムアローワンステーブルは、風速によって、

I、Ⅱ、mに分かれている。

I)風速577z/cec以下（ビユーフオート3以下）

Ⅱ）風速5～971z/sec(ピユーフオート4)

Ⅲ）風速9m/sec(ビユーフォート5以上）

レースコミッティーは、スタート前にどのテーブ

ルを用いるかを知らせたほうがいい。

タイムアローワンステープルの計算根拠

TA==n$ec/nauticalmilo
R

風速Kn

5m/s以下11900.3

5～977'/s13350.4

977Z/S以上18250.55

88年4月現在、ハンディキャップ・が必要と認めた

艇種のリストは次の通り、数字は、決定したハンディ

キャップo

☆各クラブ等のレースに於ても速すぎる艇、ケプラー

等のハイテクセール使用艇等レーティングで表わし

にくい艇のバランスをとる場合、この様にレーテイ

ングそのものをいじらず、タイムテープル表の適用

段階を上げていく方法を採用すると大変便利かつ適

性なものになる。

一

◎NORCクルザーレーティングルールの運用が成功す
るか、否かは、参加者の意識次第である。クルザー

レーティングルールの目的は、多くのヨットが気軽

にレースを楽しむことにある。参加者は、レースコ

ミッティーを信頼して応援し、レースコミッティー

はできるだけ多くのヨットにレースを楽しんでもらう

ために、大局的な視野に立って、システムの運用を

計って欲しい。

(18)
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タイムアローワンスTA
800

TAsec／nau1Icalmlle

壷
トー

700

、
、
、

－－

L運皇廼+雪豐こ“ﾐ鶏.：蜂.。

誕塑延斗型---
迄塑割一

塗圭“起る －一
600

壁4E4

一
一
一
一

500
艮尽
ゾ■凹 6．5 9．55 ７ 7.5 8 8.5 9

R(、）

《
）

新艇種が出たらお知らせ下さい。

(19)

艇 種

Eureka

Swing28

Dehler28

Hobby33

HSC艇種

X-79

X-99

J-24

J-29(アウトボード）

J-29(インボード）

J－33

First8

FirstlO

Rocket780

HSC

17

23

18

18

13

20

30
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タイムテーブル(SEC/MILE)

TA=K/Rn

風速5m/s以下K-1190n=0.3

風速5～9m/sK-1335n=0.4

風速9m/s以上K-1825n-0.55

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ

風速 風速 風速

⑧、 ⑧、 ⑧、
1

5％以下
II

5～9％
111

9％以上
1

5糸以下
11

5～9％
111

9％以上
1

5％以下
11

5～9％

III

9ネ以上

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５

０
０
１
１
２
２
３
３
４
４

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

５
２
９
６
４
１
８
６
３
．
０

８
８
７
７
７
７
６
６
６
６

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

７
３
９
６
２
８
５
１
８
５

６
６
５
５
５
４
４
４
３
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

１
６
０
４
９
３
８
３
８
３

５
４
４
３
２
２
１
１
０
０

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

6.㈹

6.05

6,10

6.15

6.20

6,25

4.30

6.35

6.40

6.45

695

693

692

690

688

687

685

683

682

680

652

650

648

646

643

641

639

637

635

633

681

678

675

672

669

666

663

660

657

655

8．00

8．05

8.10

8.15

8．20

8．25

8．30

8．35

8．40

8．45

８
７
５
４
３
２
１
０
８
７

３
３
３
３
３
３
３
３
２
２

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

581

580

578

577

575

574

573

571

570

569

582

580

578

576

574

572

570

568

566

564

一

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５

５
５
６
６
７
７
８
８
９
９

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

８
５
３
０
８
６
３
１
９
６

５
５
５
５
４
４
４
４
３
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

１
８
５
２
９
６
３
０
７
４

３
２
２
２
１
１
１
１
０
０

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

８
３
８
４
９
５
０
６
１
７

９
９
８
８
７
７
７
６
６
５

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５

５
５
６
６
７
７
８
８
９
９

■
ｑ
■
■
■
●
凸

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

679

677

676

674

673

671

670

668

667

665

１
９
８
６
４
２
０
８
７
５

３
２
２
２
２
２
２
１
１
１

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

〈
と
Ｑ
Ｊ
《
０
４
１
（
５
戸
Ｏ
へ
Ｊ
、
１
（
Ｕ

鴎
刷
刷
刷
印
田
田
田
田
碇

8．50

8．55

8．60

8．65

8．70

8．75

8．80

8．85

8．90

8．95

６
５
４
３
２
１
０
９
８
７

２
２
２
２
２
２
２
１
１
１

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

７
６
５
３
２
１
９
８
７
６

６
６
６
６
６
６
５
５
５
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

２
１
９
７
５
４
２
０
８
７

６
６
５
５
５
５
５
５
４
４

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

5．00

5．05

5.10

5．15

5．20

5．25

5．30

5．35

5．40

5．45

４
２
０
８
６
４
２
０
８
６

３
３
３
２
２
２
２
２
１
１

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

肌
兜
妬
兜
卯
錦
妬
田
一
別
沼

っ
ｊ
《
ｈ
〕
戸
●
０
行
、
Ｒ
ｕ
（
●
ｈ
〕
貝
Ｕ
Ｒ
Ｕ
（
ｈ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

３
９
５
１
７
３
９
６
２
８

５
４
４
４
３
３
２
２
２
１

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

㈹
鮖
皿
賜
加
弱
犯
弱
㈹
媚

ｇ
●
Ｂ
ｑ
５
■
■
●
■
■

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

４
２
１
０
８
７
５
４
３
１

６
６
６
６
５
５
５
５
５
５

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

613

611

610

608

606

604

603

601

599

598

626

623

621

619

616

614

612

609

607

605

的
船
、
旧
加
お
弛
弱
岫
妬

●
①
●
●
叩
■
■
●

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

６
５
４
３
２
１
０
９
８
７

１
１
１
１
１
１
１
０
０
０

６
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<コース〉江澱島→神子元島(反時計回”→江ノ島、､

<スタート〉10月29B(i)11:00AM、＃
<艇長会議〉10月28日鯛18:30～-NORC事務局

く泊地〉10月16日(日)より江ノ島に係留希望の方は

‘帯､NORC事務局までご連絡下さ､ｲ：熱

く申し込み締切〉10月14日(金）

,恥側引、

､:』副

第33回神子元島し言スのご案内息〃

関東支部帆走委員長小沢美弘
一議：‘’

イワ11
1ｰ上ﾉ
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１
１ ヤマハカッブヨットレース旧日日

玄海支部片倉静江寺今令令寺今令

退職金もあり，船も買えるというのに，準備とクルー

不足で残念ですわ)。ヨット乗りにとって世界一周は

夢ですが，せめてミクロネシア，メラネシアあたり位

は帆走してみたいですね。

全コース完走し，7月8日正午のタイムリミットに

間に合えば，百万円の完走費カメ出ます。シンボルキャ

ラクターの｢風神」も発表され，その風神入りのTシャ

ツも出来上がりました。私の子分，広報の樋口君のメ

モをうつしてみました。

「我等風人と成りて以って風神と化す。

風を自在に操って風の人「風人」となり，そして自然

と同体となって風の神「風神」となる－。風神は，

ヨットを帆走させる為に風を操り，自然と一体となら

ねばならぬヨットマンの願いをシンボライズしており

ます。太平洋縦断という台本のない壮大な海のドラマ

の中で，見果てぬ夢を追うヨットマンたちを導くメシ

アとなり，マスコット（守り神）となる祈りをこめ，

風神雷神図（俵屋宗達筆）の風神をキャラクター化し

たものです」と。

スケジュールは次の通りです。

第1レグ1989年4月22B(ia)オークランドスタート→

スバ（フィジー）まで。

第2レグ5月9日(火)スバーグアム

第3レグ6月13日(火)グアムー福岡

エントリー締め切り:1989年1月22B
オド

申し込み，問い合わせ：〒814福岡市西区小戸3丁

目58-1,市立ヨットハーバー内レース事務局

TELO92-882-5055,FAXO92-881-2344

ふるって御参加下さい／

l'ufW1壇蜘ⅧMAHA"MI睦輕

へ

南半球と北半球を縦断するこのヨットレースは，外

洋レースの醍醐味を濃縮したダイジェスト版です。

コースが3つのレグで成り立っているので，クルーの

交替が容易に出来る利点もあります。1989年4月，秋

のニュージーランド（オークランド）をスタート，真

夏のメラネシア（フイジー)，そしてミクロネシア（グ

アム）の美しい海を馳けめぐり，赤道を越え，2カ月

後の6月，木々の緑が目にしみる福岡がフイニッシュ

になります。ヨットマンにとってバラエティに富んだ

海域が何といっても魅力です。南東の風を受けて速い

レース展開になりそうな第1レグ，一寸意地悪な無風

地帯の赤道周辺，このあたりは自然との根くらべで

しょうね。その後の貿易風に乗る北緯10度付近，気象

条件が目まぐるしく変わる日本近海，沖縄長崎そし

て福岡。（あ～あ.／会社は閉鎖になってヒマはあり，

へ

第15回瀬戸内海汽船カツブレーフ

1．主催㈹日本外洋帆走協会西内海支部

2．後援瀬戸内海汽船(株)宮島町舵社ヨッティング誌

3．日程10月9日旧）第1レース，レセプション

10月1OB(月）第2レース，表彰式

4．適用規則

1980年度NORC外洋レース規則

1985～881YRUレース規則および帆走指示書による

5．適用レーティング、

クルーザーレーティングを使用する。ただし計測艇

であってもより公平なレースとなるようレース委員会

の判断に依り，レーテイング、割増する場合もあるb

（例ULDB)

未計測艇は，同種の艇のレーティングを参考に，5％

~15%増しの仮レーテイングをレース委員会で決定す

る。

6．参加資格

①全長6m以上のクルーザーヨットであること。

②レーサークラスはレーティング証書を有し，

NORC登録艇(会友艇を含む）であること。また，

NORCの会員2名以上が乗艇すること。であってもより公平なレー

(22）
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③レーサークラスはNORC西内海支部安全規則を

満たさねばならない。安全規則を満たさない艇に

はペナルティ5％を課せる。クルージングクラス

は安全規則を満たされることが望ましい。

④クルージングクラスは，レーティング証書及び

登録艇の有無を問わない。

⑤クルーザークラスのケッチ，オールドボートにつ

いてはクルーザーレーティングにボーナスを与え

る場合もある。

⑥乗員が2名以上であること。

⑦参加する艇に適する海技免状を所持した者が乗り

組み，かつ船検を受けた艇であること。また，法

定安全備品を積んでいること。

7．種目個別レース，チームレース(フリート対抗）

8．参加料

①出艇料/NORC登録艇…1艇につき15,000円

（含会友艇）（含レセプション2名分）

②チームエントリー料／1チーム3,000円

③レーティング仮認定料／2,000円

（本年度有効なクルーザーレーティング計測を受

けていない艇のみ）

④レセプション出席料／会員・女性…3,500円

一般…5,000円

⑤クルージングクラス／1レースにつき3,000円

9．申込期限昭和63年9月20日

参加申込言に記入のうえ参加料を添えて広島フリー

ト事務局宛に申込下さい。（レーティング証書同封）

10．レース申込み・連絡先

〒734広島市南区海岸通り1-11-21チヤートハウス内

日本外洋帆走協会西内海支部広島フリート

事務局宮本秀彦念082-251-8683(8:00～19:00)

（レース当日の連絡先）

佐伯郡宮島町包ケ浦宮島町包ヶ浦管理センター

壷08294-4-2902

夕巳

F垂箕奄〆込〆唾罫申雰軍琢車雰奄舞軍蓋心墓､舞唾汽車-罫喰葬､＝竃孟唾塞蓮歩毎屯舞画基唖＝延〆＆＝車差､澪中秋

新登録艇の紹介 投書欄“プロテスト”新設
来月号より，コラム風の“プロテスト”欄を設けま

す。NORCへの要望や折りにふれ感じられた事など，

会員各位からの投稿をお待ちしています。「ちょっと

一言いいたい」といった短文でもかまいません。会員

各位とNORC本部支部，また，会員同志の相互理解・

意志疎通の一助となればと考えます。

Offshore編集局近藤禎之

I癌鯨蝋陰z鰔赫脂！
L…製雲霞……………………』
3932LE-soLEILmY-30SⅡ沼津フリート

8.98×7.71×3.22×1．85野中秀樹，白井義博，八重

樫武久，他／艇名の由来：第2代目のオセアン25以来

ルソレーユを艇名にしているが，いずれ変更も考えて

いる（レース派からクルージング派への転向に合わせ

て)／抱負：フリート主催のポイントレース及びクラ

ブの親善レースへの参加，伊豆方面へのクルージング

恋←-篠内海支部・近畿北陸支部住所変更のお知らせ。､‘

．；
劇．内海支部新住所

〒653神戸市長田区大橋町7-4-7（藤原方）＃
盛r

TELO78-611-5941

：
近畿北陸支部新住所

〒601京都市南区東九条南烏丸町35-6
［ 南烏丸団地1-114（三井方）；，

:TELO75-661-0325(変更ナシ）
＋

:学,一・一←←畦､歩上：＝吟§一缶,←串,シﾄｰこ＝ﾄ.;－いふ，Pシい，一一シP‘キー里,←P.！

（
〉

202SERENAオーシヤン1100志摩ヨットハー

バー11.0×8.7×3.6×6.2丸山暢／艇名の由来：

スペイン語で平穏無事とか静かなという意味／クルー

：丸山成子（妻）スキッパー

1655潮鵬ブルーシー41五ケ所41×36×14×

6.3木村圓四郎／艇名の由来：洋上（潮）を悠然と

翔<大きな烏（鵬）の様でありたいとの願いをこめて

潮鵬としました。／抱負：現在60歳で，少し早目です

が,会社を非常勤役員となり現役を引退しましたので，

これからは日本各地はもとより，グアム・ハワイ等へ

のシングルハンドまたはダブル(妻と2人）で，クルー

ジングして廻りたいと思っています。/NORCへの

要望：レースだけのNORCではなく我々の様にク

ルージングだけを楽しむヨットマンのためにも各種の

イベントを計画されたい。

OFFSHORE第162号昭和63年9月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価300円（郵送料45円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911～3〒105

郵便振替番号2‐21787

印刷正進社印刷株式会社
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鋪ⅦMAHA-RS[HI[$オールラウンドな走りて､評価の高いY-R30が､生粋のレーサーとして一新｡長く狭い水線
面形状とシャープ｡なエントランスアングル､大きなセイルエリア､水槽テストによりエリア
を最小限に抑えた新形状キールなど､あらゆるぜい肉をそぎ落とし､強風時はもちろん特に
軽風時の帆走性能をどこまでも高めました｡その走りはﾐドﾙポート全日本選手権1988て．
の総合優勝ではやくも証明されていまれさらに､幅広のビームとクルーによるスタビリ河
の向上､クルーワークがしやすく広いコックピットと､エクステリアは走りを雌優先｡そのうえて、
ハル構造はコアマット仕様､GRPサンドイッチ仕様､そしてケブラー⑧サンドイッチ仕様の
3タイプ｡を用意｡インテリアも､チーク材を使用し居住性を重視したオーソドックスな仕様と
重量の中央集中化をはかったアグレッシプな仕様を用意しました｡とぎすまされた走りに徹
するか､くつろぎをも両立するか｡お好きなアレンジでどうぞ。

珊棚MMANIN[liff!安全がﾏuﾝｽポーﾂの基本で塊

●Y-Rｼﾘーズは基本仕梯をぺーｽに､お客橿のこ.要望によ'ﾉ.仕様の変更､ﾚーﾃｨﾝグ対策などをお打合わせのうえ堕造いたします
●なお.ｼIﾉー ズ眉以外のご相談もお受けいたします。豪ケブラー8は､米国デュポン社のｱﾗﾐド俊雄の登録商禄です‘

■天気予報を確認して､無理のないセイリングを｡■法規やマナーを守りましょう｡■立入禁止水域や船舶航行の頻繁な水域は

⑳"'”
避けましょう｡■点検･整備を忘れずに｡■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡■漁業者に迷惑をかけないようにしましょう。
●ｶﾀﾛクﾆ希望の方は､艇名･雑志名を明記のうえ､宣伝課まで｡●ﾔ京ハ発動機株式会社〒438静岡県磐田市新貝2500

●ヤマハ製品についてのお問い合わせヤマハ東京㈱･････…･金03－444－9971ヤマハ中国㈱……･･･き082-285-4911
北海道ヤマハ㈱･･･“･金011-612-106oヤマハ中部㈱･･･……壷052-913-2121ヤマハ四国㈱･････････壷0878-67-3800剛nPONCHrlI,LE舟U2
ヤマハ東北㈱････'･…念O22-235-1031ヤマハ関西㈱･･･“…･･缶06-535-1671ヤマハ九州㈱,･･･‘･…壷092-472-526142MERI“召“pI9酸

’わたしたちはニッポンチャレンジ

アメリカ杯1991を応援Lだいま魂 ’


